
 

  

                           

2026 年上半期（1～６月期）出版市場 

紙＋電子は 1.3％減の 7，664 億円、紙が 3.1％減、電子が 2.0％増 
 
 出版業界の調査研究機関である（公社）全国出版協会・出版科学研究所（所在地：東京都新宿区 理事長：近

藤敏貴）は、2026 年上半期（1～6 月期累計）の出版市場規模を『季刊 出版指標』2026 年夏号（7 月 24 日発売）

で発表。紙と電子を合算した出版市場（推定販売金額）は、前年同期比 1.3％減の 7,664 億円。紙の市場は同 3.1

％減、電子出版は同 2.0%増となりました。 

 

紙市場は 4,797 億円、書籍は 2.7％減、雑誌は 3.8％減 
2026 年上半期の紙の出版物（書籍・雑誌）の推定販売金額は前年同期比 3.1％減の 4,797 億円。前期 25 年上半

期（4.9％減）や 25 年年間（4.1％減）に比べ減少は緩やかになりました。書籍は、前年同期比 2.7％減の 3,047 億

円と今期はマイナスになりましたが、既存店における店頭 POS 売れ行きは文芸書を筆頭に好調を維持しています。

雑誌は同 3.8％減の 1,751 億円。月刊誌（ムック、コミックス含む）が同 2.8％減の 1,517 億円、週刊誌が同 10.2％

減の 234 億円。月刊誌の内訳は定期誌が約 1％減、ムックがほぼ前年並み、コミックスが約 7％減。前年の大手コ

ンビニエンスストアの帳合変更、『週刊ダイヤモンド』の書店販売終了などから一巡。月刊誌は、定期誌が約 1

％減と健闘し、紙コミックスも下げ幅が縮小しました。 

 

電子出版市場は 2,867 億円、コミックは 2.5％増、書籍は 2.1％減、雑誌は 4.7％減 
2026 年上半期の電子出版市場は同 2.0％増の 2,867 億円。内訳は電子コミックが同 2.5％増の 2,593 億円、電子書

籍が同 2.1％減の 233 億円、電子雑誌が同 4.7％減の 41 億円でした。電子コミックは、伸び率の鈍化は進んでいま

すが、今期は大型の周年企画が多く、割引・ポイント還元や全話無料施策などキャンペーンがさらに活発になり、

販売を押し上げました。 

電子書籍は、24 年以降微増が続

いていましたが、今期はマイナス

に。ライトノベルは好調でしたが、

一般文芸やビジネス書が不振でし

た。電子雑誌は、サブスクサービス

の会員減と、有力誌の休刊・刊行変

更が相次ぎ、減少が続いています。 

 

※電子出版市場は読者が支払った金額を推計したもの。広告収入・電子図書館等は含まない。雑誌の定額制読み放題サービスを含む。 

 

『季刊 出版指標 2026 年夏号』 

頁数：85 ページ 

判型：B5 判 

発売：2026 年 7 月 24 日（年 4 回 25 日発売） 

頒価：4,400 円（本体 4,000 円+税）送料別 

[第 1 特集] 2026 年上半期 書籍・雑誌分野別動向 

[第 2 特集] 2026 年上半期 電子出版市場 

[第 3 特集] 大型書店インタビュー ～話題の 4 書店に訊く 
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